









恋 に落 ち ない ミル トン
擬似 ミル トン伝の系譜'
川島 伸博
『ソネ ッ ト集』 とい う極めて同性愛的言説 の存在 に も拘 らず、異性 と 『恋
に落ち たシ ェイ クス ピア』。 シェイクス ピアの伝記 に は、 マー ク ・トウェイ
ンが 『シェイクス ピア って死 んでんの?』 でパ ロディに したほど、彼 自身 に
関す る事実 は少 ない。 つま り、ス トッパ ー ドの作 り出 したキ ャラクタ、異性
と恋す るシェイクス ピアは、 伝記 的事実 ではな く、彼 の中心的言説で ある演
劇 の言 葉に よって支 え られてい るのだ。
それで は ミル トンの場合 はど うだろ うか。 パ ーカの伝記 が物語 るよ うに、
彼 の生 涯につ いて は膨大 な事 実が知 られている。 しか し問題 なのは、 そこか
ら浮か び上 が る人間像 が、女 嫌いである ことだ。 キャ ラクタと してはかな り
の致命傷 といえ る。 だ とすれば、 ミル トンを主人公 とす る物語 には、彼の中
心的言説で ある詩の言葉 が利 用 されるに違 いない。 たとえば、亡 き妻 に寄せ
る 「ソネ ッ ト19番」O
But 0 as to embrace me she inclined 
I waked, she fled, and day brought back my night. (13-14)
ここには詩人の亡 き妻 への想いが溢 れている。 こうい った詩句 を紡いでい け
ば、『恋 に落 ちた シェイ クス ピア』 と同 じよ うに、 恋 に落 ち る ミル トンとい
うキ ャラクタ も作れ そ うだ。
本論 は、 この作業 仮 説の もと、19世紀 か ら書かれ続 ける虚構 としての ミ
ル トン伝 に焦点 をあてる。 それぞれの作家が独 自のキ ャラクタを造型す る際、
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「ミル トンの言 葉」 が どの ように使 われ てい るのかを検証 す る。 またそ の ミ
ル トン像を逆 照射 す ることで、 「ミル トンの言葉」の特質 に も迫 って みたい。
女嫌 いとい うハ ンデがあるに もかかわ らず、 ミル トンほど、虚構 の人物 と
して描かれ て きた詩人 はいないので はなか ろうか。 もちろん、『神 曲』 にお
けるウェルギ リウスなど、前例 は少 な くない。 しか し、 ミル トンの場 合、 そ
れが文学上一 っのサ ブ ・ジャンルを形成 するに至 って いる。 まず ブ レイ クの
予言的叙事詩 『ミル トン』 を嚆矢 と し、 日本 で も人気 のブルワー=リ ッ トン
が 「ミル トン」 とい う詩 を書 く。 それを受 けて、 ヴ ィク トリア朝 のア ン ・マ
ニ ングによる小説 『メア リ・パ ウエルの独身 ・結婚生 活』が続 く。 さ らに第
二次大戦 中に は、 ロバ ー ト・グ レイヴズの 『ミル トン氏の妻』が出版 され、
前世紀末 に も ピーター ・アクロイ ドの小説 『ミル トン、 アメ リカへ』が 出て
いる。
1855年出版 のマ ニ ングの小説 は、徹頭 徹尾、 ミル トンの最 初の妻 で ある
メア リ ・パ ウエルの日記 とい う体裁で書かれて いる。 期間 は、 彼女 が ミル ト
ンと出会 う直前 の1643年2、彼女 の誕生 日か ら、 結婚 、別 居を経 て、 和解 に
い たる1646年まで。 この小説 は、 メア リの少 女 か ら女、 す なわ ち妻 への
「変貌」 を テーマ とす る家庭小説 にな ってい る(興 味深 い ことに、彼女 の出
産 にっいて は語 られ ない)。別居 の理 由 は、 メア リの未熟 さに問題が あ った
とされるが、 長期間 にわたる別居を経て、 メア リは成 長す る。
Only, this Morning, chancing to quote one of his own Lines, 
  These Things may startle well, but not astound, — 
he said, in a Kind of Wonder,  "Why, Moll, whence had you that?  — 
Methought you hated Versing, as you used to call it. When learnt you to
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love it?" I hung my Head in my old foolish Way, and answered,  "Since 
I learnt to love the Verser." "Why, this is the best of All!" he hastily 
cried, "Can my sweet Wife be indeed Heart of my Heart and Spirit of my 
Spirit? I lost, or drove away a Child, and have found a Woman."  (142-3)'
『コ ウマス』 の詩句 を口ず さむ メァ リに、 自分好 みの妻 にな った女 をみ とめ
る ミル トン。 メア リはその ミ.ルトンを"leamttolove"と表現す る。 夫を愛
す るよ う"learn"するメア リの姿 の背 後 には、 ヴァージニア ・ウル フの いう
「ミル トンの亡霊」(14g)、家父長制の権化 たる男性像が見 え隠れす る。
これ と対 照 的なのが、第二次 世界大戦 中 の1942年、 ミル トンの結婚300
周年 に書 かれ たグ レイヴズの小説であ る。 これ はマニ ングの描い たメア リ像
を反転 させ る ことで、強烈な ミル トン批判 となってい る。 メア リは日誌を も
とに、 自分 の人生 を回想す る。 期間 は、1640年、 メア リ15歳の誕生 日に始
コ
ま り、 死ぬ 直前の1652年まで。 ここでの メア リは 自立 した聡明 な女性 であ
り、 む しろ ミル トンの愚直 さが強調 され る。た とえば、 ミル トンは結 婚の理
由をメア リに次の ように語 る。
I bethought me that as there are two kinds of poetry, so also there are two 
kinds of chastity, namely the chastity of the  unmarried, which is perfect 
abstinence; and the chastity of the married, which is neither to commit 
adultery, nor to be greedy of the sensual pleasures by Nature permitted to 
a married man. I concluded that as lyrical perfection is conformable with 
the chastity of the unmarried, so is epical perfection with that of the mar-
ried; and that before he may write a noble and immortal epic, or grand 
dramatic poem, a man must first achieve the satisfaction of his natural 
flesh. That I have never known a woman carnally is, I believe, the cause 
why I am now so greatly delayed in the task which I have set myself —
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for no sooner did I set my lips to those new pipes, than they burst their 
bands and flew in sunder. My conscience tells me:  "Many". (152)
叙事詩 を書 くために結婚 す る、 と言われて喜 ぶ女性 がい るだろ うか。 この ほ
かに も求 婚の際にメア リが処女か どうか確認 した り、初夜 に メア リが月経 な
のを知 って激 昂 した りと、 グ レイ ヴズは、 ミル トンの頑 なな真面 目さが もた
らす愚行 とその悲劇 を批判す る。
ミル トンの愚直さが もた らす悲劇 を強調す るグレイ ヴズの戦 略は、 アク ロ
イ ドによ って継承 され る。 これ までの作品が ミル トン伝 の空白を想像 力で埋
めて い く内挿法的手法 で書 かれて いたのに対 し、1996年に出版 され た 『ミ
ル トン、 アメ リカへ』 は、 「王政復 古時 に迫害 を恐 れ、 ミル トンが ア メ リカ
へ逃亡 していたとした ら」 とい う仮定の もとに外挿 法的手法で書かれてい る。
語 り手 の視点 もめ ま ぐる しく変化 し、富 山太佳 夫 も指摘す るよ うに、「ポス
トモダ ンの歴史小 説」 といえ る。 ただ、筋 はそんな に複雑 で はない。 ミル ト
ンを乗せた ガブ リエル号 は、 アメ リカ上陸間際 に難破 し、 ミル トンと助手 の
グースキル は、 目的地 とは異 なる未開 な土地へ打ち上げ られて しま う。 しか
し、 そ こで出会 った植民者 た ちに も ミル トンの名声 は届 いていて、 彼 らは、
新 しく開拓す る町を 「ニュー ・ミル トン」 と名づ け、 ミル トンを統治 者 とす
る。 こう して ミル トンの厳 しい戒律 の もとでの生活が始 まるが、新天 地の環
境 に住民 たちは次第 に迷 信深 くな り、つ いには同性愛が らみの殺人事 件まで
起 こって しま う。 またニュー ・ミル トンめ近 くにカ トリック教徒 ラル フ ・ケ
ンピスたちが新 たなコロニ ーを建設 すると、 ニュー ・ミル トンの住民 たちは、
ま じないや娯楽 を重視 し、戒律 も厳 しくないケ ンピスの町 「メア リ ・マウ ン
ト」へ と次第 に移住 して い く。 その間、 ミル トンはます ます態度を硬 化 させ
る。禁酒法 を制定 し、 ある家 で ミサ典礼書が発見 され ると、 ミル トンはその
家 を焼 き払 う。 その行 き過 ぎた処遇 には、残 され た敬虔 な住民た ちも反感 を
覚 える。 いよいよ追 い詰 め られた ミル トンは、 マサ チューセ ッツなど他の コ
川島 伸博5
ロニーをめ ぐり、対 カ トリック網 を設立。援軍 を得 た ミル トンは、悪徳の町
メア リ ・マ ウ ン トを破壊 して しま う。
もちろん 、 これ らの小説 には ミル トンの言葉の影響が みてとれ る。興味深
いのは、 ミル トンの詩句 の利用法で ある。 マニ ングの場合 は、先の一節 にも
あるよ うに、 直接 的 に ミル トンの詩句 が引用 され る。4以下 は二人 が婚約 し
てす ぐの場 面。
As Rose and I took our Way to the Summer-house, she put her Ann 
round me, saying, "How charming is divine Philosophy!" I could not help 
asking if she did not mean how charming was the Philosophy of one par-
ticular Divine? So then she discoursed with me of Things more seemly for 
Women than Philosophy or Divinity either. Only, when Mr. Agnew and 
Mr. Milton joined us, she would ask them to repeat one Piece of Poetry 
after another, beginning with Carew's — 
  "He who loves a rosy Cheek, 
  Or a coral Lip admires, —" 
And crying at the End of each, "Is not that lovely? Is not that divine?" 
I  frankly said I liked none of them so much as some Mr. Agnew had re-
cited, concluding with — 
  "Mortals that would, follow me, 
 Love Virtue: she alone is  free." 
Whereon Mr. Milton surprised me with a sudden Kiss, to the immoderate
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Mirth of Rose, who said I could not have looked more discomposed had 
he pretended he was the Author of those Verses. I afterwards found he 
was; but I think she laughed more than there was need. (23-4)
先 の引用箇 所 と合わせて考え ると、 マニ ングの ミル トンは自分の詩 句 に興奮
す るよ うだ。 このキ ャラクタ設定 の是非 はと もか く、マニ ングの場 合、量 は
多い とはいえ ないが、 ミル トンの詩句がその まま引用 され、 しか も、す ぐれ
た もの として評価 され る。
しか し、 グ レイ ヴズの場合、 ミル トンの詩 句 はほとん ど引用 されな い。5ミ
ル トンの散 文が驚 くほど長々 と引用 され るこの作品にあ って、 これは意図的
な黙殺 といえ よう。 たとえば、 ミル トンの学 友であ った とい うポ リー氏 は彼
に 「キ リス ト生誕 の朝 に」の原稿を見せて も らった ときの ことを次 の よ うに
メア リに語 る。
It was indeed very smoothly and ingeniously written: a variation, as I 
thought, upon a merry conceit of the Frenchman Francois Rabelais, who 
makes his heroic lumbering ogre weep tears as large as tennis-balls when 
he hears of the birth of Our Saviour. John had foraged through all the 
legends of antiquity, and the Hebrew Scriptures, to pull out great, gloomy 
gods to weep in a like manner; but their tears were no laughing matter to 
John as they had been to mad Rabelais. When I told him cheerfully and 
openly: "Why, John, you have made a very pretty and ingenious improve-
ment upon Rabelais' conceit of the tennis-balls," he was so wroth I feared 
he would make a tennis ball of me. (113)
「キ リス ト生誕の朝に」における異教の神々の追放 とラブレーの奇想 との類
似を指摘する興味深い一節ではあるが、「ミル トンの詩句」 は一切引用され
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ない。 同様 に 「リシダス」 など他 の詩 も、長 々 と議論 されるが引用 されるこ
とはない。作 中 『コウマス』批判を展開 するメア リの兄 ジェイ ムズの言葉 は、
おそ らく作 者 グ レイ ヴズの見解 を代弁 して いるのだろ う。
It is a poem to admire rather than to love.... For he has plucked out the 
feathers from other poets' wings to make himself a great immortal 
Phoenix.... (79)
ジ ョンソ ン博士 を思 わせ る一節で ある。「ミル トンの言葉」 はもはや崇拝 さ
れず、その正当性 が疑 問視 されて いる。
それでは 「英 国文学 における英国性」 とい う講義 で、英国文化 を知 るた め
に は ミル トンを読 まなければな らないと主張 したア クロイ ドの場合 はどうで
あ ろう。「ミル トンの言葉」 に対す る彼 の態度 が もっと も鮮 明に出 るの は次
の場面。新 天地 に漂着 した ミル トンの前 に 巨大 な熊 が現 われる。 しか し、 ミ
ル トンは熊 と遭遇 して も、動 じる ことな く、 こう言 い放つ。
'Hence, loathed animal,' he shouted, 'of Cerberus and blackest midnight 
born! Go! Find some cell where brooding darkness spreads his jealous 
wings. Go, I say!' (65-66)
す ると、熊 は じっと ミル トンをみっめ、両 の手 を嘗 めたか と思 うと、 ミル ト
ンに背 を向 け、 森 の中へ駆 けて い く。 ここで は、原典 が示 され ることな く、
「快活 の人」 にお ける 「ミル トンの言葉 」がパ ロデ ィにされる。 しか も、 こ
の場面 の語 り手 であ る ミル トンの助手 グースキル は、 この一節のす ぐ後 に、
こう記 す。
I had known him drunk on words before, since he was a great trippler of
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his own phrases, but I had never known him so exultant. (66)
ミル トンに 自分の言葉 に酔 って しま う傾 向があ るとい うこの記述 は、 この小
説の結末 とあいま って、「ミル トンの言葉」 に人 を高揚 させ る力、 あるいは、
戦いへ と仕 向 ける危険が備わ ってい ることを、我 々に警告 しているのか も し
れない。
擬似 ミル トン伝 の系譜におけ る 「ミル トンの言葉 」の受容 の変遷、 すなわ
ちマニ ングによる崇拝か らグレイ ヴズの拒絶 を経 て、アク ロイ ドの矮小 化へ
と至 る過程 は、今 日におけ る 「ミル トンの言葉」 の位置 の変遷 を要約 して い
るよ うに思え る。 我々 は 「ミル トンの言 葉」 にあ る程度 の力 を認 めっっ も、
もはや素直 に崇拝 す ることはで きず、 か とい って拒絶す る こと もな く、 うま
く文学 的源泉 として利用 す る。興 味深 いのは、 この過程 が、 ポウプにおけ る
矮小化、 ジョンソ ンにおけ る拒絶、・ロマ ン派 における崇拝 とい うミル トン受
容 の流れを逆行 している点であ る。 アクロイ ドのポ ウプ的な ものへ の回帰 は、
両者が と もにカ トリック教徒 である こと と無 関係 でないか もしれ ないが、今
日における 「ミル トンの言葉」 を考 える上 で、 ポウプが重要 な位置を 占めて
いる ことを示 唆 してい る。
それに して もキ ャラクタと しての ミル トンは 「恋 に落 ちない」。 グ レイ ヴ
ズはそれを補 うか のよ うに、 マ ン(Mun)とい う男性 を登場 させ、 メ ア リと
恋 させ る。 アク ロイ ドの ミル トンは 自分 の町の法律 を作 るが、 その 中に は
「路上で女性 にキ スす る ところをみ られ た ら、鞭打 ちの刑」 とい うのがあ る
ほどだ。既 に指摘 したよ うに、 マニ ングには、 それ らしき描写が あるが、 自
分 の詩句が 口にされる ことで しか興奮 しないのであれば、パ ブロフの犬にす
ぎない。 そ もそ も、 ブレイ クの詩 に出て くる、 ミル トンの三人の妻 と三人 の
娘 をあ らわす女性、 オ ロロンは自己滅却 に至 るための道具で しか ない。 シェ
イクス ピアと同 じよ うに、 せめて虚構 の世界 で くらい、淡 い恋の一っ くらい
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経験 させてあ げて もよ さそ うな ものだが、 なかなか そうはな らない。なぜキャ
ラクタ として の ミル トンは恋 に落 ちる ことを禁 じられて いるのだ ろうか。
そん な中、 ただ一人、 「ミル トンの言葉」 で彼 の恋 物語 を紡 いだ人物 が い
る。 冒頭 で触 れたブルワー ・リ ッ トンである。彼 の詩 「ミル トン」 は 「っれ
なき美女」 や 「タンホイザー」の流行 の尻馬 に乗 って書かれ た駄作 にす ぎな
いが、逆 に そ こに ヒン トが あるか もしれ ない。 ミル トンが ケ ンブ リッジの川
辺 で眠 って いる と、 そこに謎 の美女が現われ、彼 の美貌 の虜 となる。
O'er him she leant enamour'd, and her sigh 
Breath'd near and nearer to his silent mouth, 
Rich with the hoarded odours of the south ... 
And their eyes met!  —The deep — deep love suppresst 
For years, and treasur'd in each secret breast, 
Waken'd, and glow'd, and center'd in their gaze ... 
She turned away — and with a step of air 
She fled, and left him mute and spell-bound there. (V  1-31)
眠 る ミル トン、そこに身 をか がめ る女 性、彼が 目を覚 ます と、彼 女は消えて
しま うとい う意 匠と言葉 は、明 らかに 「ソネ ッ ト19番」の ものを踏襲 して い
る。 こ こで ブル ワー ・リッ トンが主題 としているのは、 当時、人 口に膾炙 し
て いた ミル トンに関す る 「イ タ リア貴 婦人伝説」で、そ の伝説 によると＼ ミ
ル トンは この後、この幻の女性を もとあて、イ タリアを彷徨 うことになる。6
この伝説 には、 マニ ングと グレイヴズ もそれぞれ言及 しているが、 マニ ン
グは この話 を ミル トンの品格 のな さを強調 す るのに使 い、 グ レイ ヴズの ミル
トンは初夜 にこの話 をメア リに して顰蹙 を買 う。 ここで注 目 したいのは、 こ
の伝 説 にお いて恋 に落 ちるの は女性 の方 で あ り、「ソネ ッ ト十九番」 で も、
「抱 きしめ る」動作の主体 が女 性で ある点 であ る。 ミル トンの詩 で展 開 され
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る恋愛の場面、そ して、 それ を反映 して作 り上 げ られた伝説 にお いて、 ミル
トンは主 体的でな く、受身な ので ある。
マ ニング、 グレイ ヴズ、 アクロイ ドは、 その物語 設定上、 ミル トン初期 の
詩 を念頭に執 筆 した はずだが、そ もそ もその言葉が、恋 愛物語 と相性が よ く
な い。第一 に 『コウマ ス』。 この劇詩 にお いて、恋愛 に積極 的 な、 カル ペ ・
デ ィエムを地で行 くコウマスは、妖魔 として退 けられ る。第二 に 「快 活の人」
と 「沈思 の人」。 この二編 が マー ロウの恋愛詩 の焼 き直 しにな って い るの は
よ く知 られてい る。
If these delights thy mind may move; 
Then live with me, and be my love. 
    ("Come live with me andbe my love", 23-24)
とマー ロウの羊飼 いは恋人 を誘 う。 これに対 し ミル トンの二編 の詩 はそれぞ
れ、
These delights, if thou canst give, 
Mirth with thee, I mean to live.  ("L'Allegro", 151-152) 
These pleasures Melancholy give, 
And I with thee will choose to live.  ("II Penseroso", 175-6)
と結 ぶ。 見逃 せな いの は、 マ ーロウの詩 にお いて"thesedelights"は羊飼 い
が提供 す るもので あるのに対 し、 ミル トンの詩で は女 性が提供す る点である。
こ こで"give"の主体 を、男 性か ら女性 へ と変換す ることによ って、 ミル ト
ンは家父長主義的男女関係を確立 させ て しまったのか も しれな い。 ウル フの
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1本 稿は2010年10月23日(土)フェリス女学院大学で開催された日本 ミル トン協
　 会第三回研究大会のシンポジウム 「ミル トンの言葉(で)」 で発表 した原稿に基
　 づく。
2　マニングはこの年を ミル トンの結婚 した年と考えている。
3　この作品は擬古的綴 りで書かれているが、引用に際 して、つづりはすべてモダナ
　 イズした。
4　ただしハーバー トなど他の詩人の詩句が長々と引用されるのに対 し、 ミル トンの
　 詩句の引用は極めて短い。
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